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１．高津大山街道マスタープランの位置づけ

（１）計画の目的と位置づけ
高津大山街道及び周辺に残っている歴史的・文化的な資源を保全・活用し、魅力的な空

間創造と地域活性化を図るため、「高津大山街道マスタープラン」（以後、「マスタープラン」

という。）を策定する。

マスタープランは、川崎市新総合計画川崎再生フロンティアプランと連携し、大山街道

に関する今後の取り組みの具体的な指針を示す行政計画とする。また、大山街道活性化推

進協議会が策定した「高津大山街道活性化プラン」と連動した計画とする。

計画の推進にあたっては、マスタープランに基づき、川崎市新総合計画第２期実行計画

における高津区計画事業として大山街道周辺整備活性化事業等を推進する。

高津大山街道
マスタープラン

2009（平成 21）〜
2018（平成 30）年度

大山街道周辺整備
活性化事業

・高津まちづくり白書　キラリたかつ
・歩きたくなる高津
　　-個性豊かな市民文化の創造をめざして

・文化芸術振興計画
・かわさき観光振興プラン
　　-「都市観光地・かわさき」をめざして

・川崎市都市計画マスタープラン・高津区構想

高津大山街道活性化
プラン

 ／大山街道活性化
推進協議会

2007（平成 19）〜
2016（平成 28）年度

川崎市新総合計画
川崎再生

フロンティアプラン
【基本構想】

2005（平成 17）〜
2014（平成 26）年度

実行計画
【第２期実行計画】
2008（平成 20）〜

2010（平成 22）年度

総合計画と
連携

連携
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４．推進方策
アクションプログラム
重点地域（キラリスポット）

５．推進体制
市民協働による計画の推進
計画の進行管理と評価

２．高津大山街道の特徴と課題
大山街道の特徴、大山街道の課題、これまでの取り組み、景観行政の展開

３．将来像と基本方針
大山街道の将来像「暮らして安心　訪ねて楽しい　大山街道」
５つの基本方針

①誰もが安心・安全に歩ける道づくり
②大山街道らしい景観をつくる
③歴史的な建造物等の地域資源を活かし、人が集える賑わいの場をつくる
④街道や周辺の資源を結び、回遊性のある魅力的なまちにする
⑤コミュニティの新たな担い手を育てる

（４）計画の構成
マスタープランでは、「高津大山街道の特徴と課題」の把握を基に、「将来像（基本目標）」

と将来像を実現するための「基本方針」を定める。また、具体的な推進方策や手順、推進

体制については「４．推進施策」、「５．推進体制」に示す。




